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ふれあい情報 
 2016年 5月 23日（月） 第２３０号 

年
金
改
革
め
ぐ
っ
て
活
発
に
議
論 

第５回幹事会 

次
年
度
運
動
方
針
原
案
へ
の
意
見
・
要
望
は
７
組
織
か
ら 

 
 

退
職
者
連
合
は
５
月
17
日
（
火
）
午
後
、
連
合
本
部
３
階
Ａ
Ｂ
会
議
室
で
第
５
回
幹
事
会

を
開
き
ま
し
た
。
役
員
38
名
が
出
席
し
た
会
議
で
は
冒
頭
、
熊
本
・大
分
両
県
を
中
心
と
す

る
九
州
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
全
員
で
黙
祷
し
て
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
議
案
で
は
、
２
０
１
６
年
度
運
動
方
針
原
案
、
社
会
保
障
制
度
等
に
関
す
る
要
求
原

案
へ
の
意
見
・要
望
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
間
の
関
係
で
、
次

回
第
６
回
幹
事
会
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
２
０
１
６
全
国
高

齢
者
集
会
実
行
委
員
会
の
設
置
も
決
め
ま
し
た
。
な
お
、
幹
事
会
の
前
に
は
、
医
学
博
士
で

国
際
個
別
化
医
療
学
会
理
事
長
の
阿
部
博
幸
先
生
が
「が
ん
治
療
の
明
日
を
拓
く
」を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

幹
事
会
で
は
、
第
１
９
０
通

常
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る

「
国
民
年
金
改
正
法
案
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て
年
金
専
門
委

員
会
の
太
田
敏
夫
委
員
長
（
常

任
幹
事
）
が
、
４
月
２８
日
に
委

員
会
で
検
討
し
た
内
容
を
報

告
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
集
中
し

た
議
論
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
退
職
者
連
合
と

し
て
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
検
討
し
て
結
論
を
出

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

２
０
１
６
年
度
運
動
方
針

原
案
と
社
会
保
障
制
度
等
に

関
す
る
要
求
原
案
に
対
す
る

構
成
組
織
か
ら
の
意
見
と
要

望
に
つ
い
て
は
、
産
別
・
関
連

退
職
者
連
合
か
ら
一
つ
、
地
方

退
職
者
連
合
か
ら
六
つ
の
計

７
組
織
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

運
動
方
針
・
政
策
要
求
は
、

次
回
に
（
案
）
と
し
て
決
め
る 

 

今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
事
務
局
が
と
り
ま
と
め

を
行
い
、
原
案
の
修
正
を
行
っ

た
う
え
で
、
６
月
１４
日
（
火
）

に
開
く
第
６
回
幹
事
会
に
２

０
１
６
年
度
運
動
方
針
（
案
）

と
社
会
保
障
制
度
等
に
関
す

年
金
改
革
へ
の
対
応
は
引
き

続
き
検
討 

る
要
求
（
案
）
と
し
て
提
案
す
る

こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。 

な
お
第
２０
回
定
期
総
会
の
準

備
等
に
つ
い
て
も
、
次
回
に
詳
細

を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。（
関
係
資
料
等
は
退
職
者
連
合

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

▲第５回幹事会の後、2016全国高齢者集会第１回実行委員会が開かれた（5月17日） 

 
 

２
０
１
６
全
国
高
齢
者
集
会
実
行
委
員
会
の
設
置
決
め
る 

こ
の
日
の
幹
事
会
で
は
、
２
０
１
６

全
国
高
齢
者
集
会
に
向
け
た
実
行
委

員
会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。
幹
事
会

終
了
後
、
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、

全
労
済
の
各
代
表
も
参
加
し
て
、
第
１
回

実
行
委
員
会
を
開
き
、
全
国
高
齢
者
集
会

の
開
催
日
時
や
場
所
な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

阿
部
先
生
は
免
疫
療
法

に
つ
い
て
「
人
間
本
来
の
免

疫
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ

て
ガ
ン
克
服
を
目
指
す
も

の
で
、
手
術
・
放
射
線
・
抗

ガ
ン
剤
に
次
ぐ
第
4
の
ガ

ン
治
療
で
、
免
疫
療
法
と
標

準
療
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
に
ガ
ン

を
退
治
す
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
治
療
に
な
る
」
と
説
明
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
免
疫

療
法
と
の
違
い
に
つ
い
て

「
従
来
は
、
免
疫
力
の
性
格

や
役
割
の
研
究
が
不
足
し
た

ま
ま
に
、
免
疫
力
を
全
体
的

に
高
め
れ
ば
効
果
が
上
が
る

の
で
は
、
と
い
っ
た
も
の
。

そ
の
た
め
治
療
の
焦
点
が
ぼ

や
け
、
抗
ガ
ン
効
果
が
薄
く
、

き
ち
ん
と
し
た
症
例
の
提
示

▲講演する阿部博幸先生（5月17日） 

 

も
な
い
た
め
、
信
頼
性
が
乏

し
い
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
１
９
８
０
年
代
頃
の
レ

ベ
ル
の
ま
ま
で
す
ね
」
と
指

摘
。
新
し
い
免
疫
細
胞
療
法

に
よ
っ
て
ガ
ン
治
療
は
、
画

期
的
な
進
展
を
遂
げ
て
い
る

と
説
明
し
ま
し
た
。 

 

阿
部
先
生
の
講
演
を
受

け
、
3
名
の
参
加
者
が
個
別

相
談
を
申
し
込
み
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
ガ
ン
が
急
増
し
て
お
り
、
日
本
人
の

2
人
に
１
人
が
ガ
ン
に
な
り
、
3
人
に
1
人
が
ガ
ン
で
亡

く
な
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ガ

ン
治
療
で
は
、
手
術
・
放
射
線
・化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
が

3
大
標
準
治
療
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
第
4

の
標
準
治
療
法
と
し
て
注
目
を
浴
び
始
め
て
い
る
の
が
「免

疫
細
胞
療
法
」で
す
。
医
学
博
士
の
阿
部
博
幸
先
生
が
、
こ

の
治
療
方
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
効
果
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。
先
生
は
、
日
本
の
ガ
ン
免
疫
細
胞
治
療
を
牽
引
し
、
最

先
端
の
研
究
と
治
療
法
に
挑
む
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
す
。 

 

画
期
的
な
ガ
ン
治
療
へ
と
進
化
中 

▲ガン治療のあり方に興味を持つ多くの参加者は、阿部先生の新しいガ

ン治療の話を熱心に聴いた。（5月17日、連合本部３階ＡＢ会議室） 

期
待
さ
れ
る
第
四
の
ガ
ン
治
療
法
が
「免
疫
細
胞
療
法
」（阿
部
先
生
） 

講 演 

若者たちの未来を救おう。奨学金は、学生ローンではないぞ！ 

5
月
10
日
（火
）
18
時
か
ら
衆
議
院
第
１
議
員

会
館
で
、
奨
学
金
問
題
対
策
全
国
会
議
・中
央
労
福

協
の
主
催
で
「若
者
の
未
来
を
支
え
る
奨
学
金
制
度

を
考
え
る
院
内
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
連
合
組
合

員
、
議
員
、
市
民
な
ど
２
６
３
名
が
参
加
。
退
職
者

連
合
か
ら
は
菅
井
義
夫
事
務
局
長
な
ど
3
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
財
源
の
問
題
な
ど
の
具
体

案
や
卒
業
後
の
収
入
に
応
じ
て
毎
月
返
す
額
を
決

め
る
「所
得
連
動
返
還
型
」、
「完
全
給
付
型
」な
ど

奨
学
金
制
度
の
あ
り
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
奨
学
金
制
度
は
貸
与
型
で
、
返
済
を
延
滞

す
る
学
生
は
２
０
１
４
年
末
で
約
33
万
人
に
上
る

な
ど
、
奨
学
金
制
度
の
あ
り
方
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

若者の未来を支える奨学金制度を考える 5.10院内集会開く 

▲参加者で埋まった会場。出席した政党からは具体的な政策提言

が示された。（5月10日、衆議院第１議員会館） 


